
●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 光警察署 0833-72-0110
救助の要請など緊急を要するとき 光地区消防本部 0833-74-5600

周南市（旧熊毛町）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 周南警察署  0834-21-0110
救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 周南警察署  0834-21-0110
救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 周南警察署  0834-21-0110
救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 
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内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
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内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。
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※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
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携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。
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救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 周南警察署  0834-21-0110
救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう 

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ 
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
　あたり一面が
　白っぽくなり
　視界が悪くなる
・マンホールから
　水が噴出する

・道路が川のよう
　になる

・息苦しくなるような
　圧迫感がある
・恐怖を感じる

1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
　ように降る
・傘は全く役に
　立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
　返したように降る
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
　ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
　ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
　ができる
・側溝から雨水が
　あふれ始める

・一面に水たまり
　ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
 (警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課 0834-22-8562
道路に異常があるとき 市役所 道路課 0834-22-8272
下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。 
警戒レベル５
緊急安全確保の 

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で 
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる 
 高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。 

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」 を実践
しましょう。 

●貴重品　□ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等　□ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水　□ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全　□ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など）　□ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭　□ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭　□ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる 

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える 

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、 建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう 

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 周南警察署  0834-21-0110
救助の要請など緊急を要するとき 周南市消防本部 0834-22-8762

周南市（旧徳山市・旧新南陽市）



●我が家の避難する場所と安全な避難経路、そして帰宅経路な
どを事前に確認しましょう。 

●自宅周辺と避難所までの浸水時の水深を確認しましょう。
●災害の状況により、開設する避難所が違いますので、注意し
ましょう。

●他のハザードマップとあわせて、確認しましょう。

内水ハザードマップで自宅と避難所を確認しよう

●家族構成を考えて必要な分を用意し、避難時にすぐに持ち出
せる場所に保管しておきましょう。
●持ち出すものはリュックサックなど、両手があくものに収まる
程度にしましょう。

非常持出品と家庭内備蓄品を事前に準備しよう

家族の名前 生年月日 血液型 携帯電話番号 会社名・学校名 連絡先電話番号

家族の緊急連絡先

避難行動避難行動

日頃からの心がけ
な い す い

内水ハザードマップ内水ハザードマップ
周南市周南市

プランターや水を入れたポリタンク、水のうを
ダンボール等に入れたものを並べてレジャー
シートで包み、長めの板等を利用して浸水を
防ぎましょう。

避難時の心得

雨の強さと降り方の目安
屋外の様子 雨の様子 雨量

猛烈な雨

非常に
激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

・水しぶきで
あたり一面が
白っぽくなり
視界が悪くなる

・マンホールから
水が噴出する

・道路が川のよう
になる

・息苦しくなるような
圧迫感がある

・恐怖を感じる
1時間に
80mm以上の雨

・ゴーゴーと滝の
ように降る

・傘は全く役に
立たなくなる

1時間に
50～80mmの雨

・バケツをひっくり
返したように降る

・傘をさしていても
ぬれる

1時間に
30～50mmの雨

・どしゃ降り
・傘をさしていても
ぬれる

1時間に
20～30mmの雨

・ザーザーと降る
・跳ね返りで足元が
ぬれる

1時間に
10～20mmの雨

・一面に水たまり
ができる

・側溝から雨水が
あふれ始める

・一面に水たまり
ができる

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

災害時の緊急連絡先

災害伝言ダイヤル「171」や災害伝言板は、災害時の安否確認に有効な方法です。

171
をダイヤルする

電話で

避難情報が出たら周南市防災情報

警戒レベル 避難行動等

警戒レベル4までに必ず避難！

避難指示で必ず避難
市からの避難情報 気象情報

4
災害のおそれ高い

避難指示
（周南市が発令）

3
災害のおそれあり

高齢者等避難
（周南市が発令）

2
気象状況悪化

大雨注意報 等
（気象庁が発表）

1 早期注意情報
（気象庁が発表）

5
災害発生又は切迫

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
顕著な大雨に関する情報
 (線状降水帯) 
氾濫危険情報
高潮警報
高潮特別警報

大雨警報・洪水警報
氾濫警戒情報
高潮注意報
(警報に切り替える
 可能性が高い場合)

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報
氾濫注意情報

早期注意情報
(警報級の可能性)

緊急安全確保
（周南市が発令）

非常持出品・家庭内備蓄

令和６年度 保存版 ～正しい知識を身に着けよう～

大雨の際には、洗濯機や風呂場の排水口、ト
イレなど思わぬところから下水が逆流すること
があります。ごみ袋を２重にした簡易水のうを
つくり、排水口などをふさぎましょう。

我が家の避難する場所
名称：

所在地：

離れ離れの際の集合場所
名称：

目印など：

避難情報を確認するとき 市役所 防災危機管理課
0834-22-8208

河川の増水や氾濫の恐れがあるとき 市役所 河川港湾課

道路に異常があるとき 市役所 道路課

0834-22-8561 

0834-22-8272

下水道やマンホールなどに異常があるとき 上下水道局 下水道工務課 0834-22-8630

発行：2025年3月　上下水道局企画調整課　☎0834-22-8627

既に災害が発生又は切迫し
ている状況です。
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

危険な場所から全員避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害の心構えを高めましょう。

※2

※1

今後気象状況
悪化のおそれ

4警戒レベル

警戒レベル５は
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。
警戒レベル５
緊急安全確保の

発令を待ってはいけません！

警戒レベル４
避難指示で
危険な場所から
全員避難しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人等は
警戒レベル３
高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

5
警戒レベル

4
警戒レベル

3
警戒レベル

下記の□にチェックを入れてみましょう。

普段から食べている食品を少し多めに購入してみ
ては？その一部を備蓄品とし、賞味期限切れに
ならないよう定期的に消費、補充を繰り返す
「ローリング（循環）ストック（備える）」を実践
しましょう。 

●貴重品 □ 現金　 □ 預金通帳　 □ 印鑑　 □ カード　 □ 運転免許証　 □ マイナンバーカード
　□ 健康保険証　 □ パスポート　 □ 証書関係

●衣類 ・ 生活用品等 □ 下着・上着・靴下　□ 防寒具　□ タオル　□ 雨具　□ 軍手　□ ポリ袋
　□ めがね　□ 生理用品　□ ナイフ　□ ハンカチ　□ ティッシュ　□ 携帯ラジオ　□ 乾電池
　□ 携帯電話（スマホ）・充電器　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ マスク　□ 除菌グッズ

●非常食 ・ 飲料水 □ 食品・菓子類　 □ 水（ペットボトルタイプが便利です）  □ 紙皿・紙コップ・割り箸

●救急 ・ 安全 □ 救急箱（常備薬、ばんそうこう、包帯など） □ 服用している薬　□ 懐中電灯　□ ヘルメット

●乳幼児のいる家庭 □ ベビーフード　□ おやつ　□ ほ乳びん　□ スティックタイプの粉ミルク
　□ 母子手帳　□ 紙おむつ（圧縮袋に入れておくと便利）　□ おもちゃ（音の出ないもの）
　□ おしりふき・ウェットティッシュ

●高齢者のいる家庭 □ 必要な情報が書かれたメモ　□ 服用している薬　□ お薬手帳や処方箋
　□ 入れ歯・洗浄剤　□ 電動車いすや補聴器の予備バッテリー

非常持出品（例） 災害が発生し避難する時、持ち出すものです。

□ 食品（レトルト食品・アルファ米など） 　□ 菓子類（チョコレート・アメなど）
□ 調味料（塩・スープなど）　□ 水（1人当たり1日3リットル）　□ 鍋・やかん　□ 毛布・寝袋など
□ 簡易トイレ　□ 洗面用具（ドライシャンプー・石けんなど）　□ カセットボンベ・カセットコンロ 
□ 簡易食器（割り箸・紙コップ・紙皿など）　□ ラップ・アルミホイル 
□ ウェットティッシュ・トイレットペーパー 　□ 使い捨てカイロ・マスク・新聞紙など 
□ 工具（ロープ・バール・スコップなど）

食べる

非常備蓄品（例） は生活できるように準備しておきましょう。

ローリング
ストック 備える

買い足す

内水と外水を学ぶ

ローリングストック（循環備蓄）を実施しましょう！

動きやすい格好、２人以上での避難
避難するときは、
動きやすい格好
で。 ２人以上で
の避難を心がけ
ましょう。

避難する前に
避難する前に、電気・ガ
スなどの火元を消し、避
難所を 確認しましょう。
また、家族・親戚や知
人などに避難することを
連絡しておきましょう。

履物に注意する
運動靴が最適です。 
長靴は、水深が深
いと中に水がたまる
ので動きにくくなり
ます。 素足は厳禁で
す。

歩ける深さに注意する
歩ける深さは、ひ
ざの高さぐらいま
でです。 流れがあ
る場合にはひざよ
り低い水かさでも
危険です。

お年寄りや身体の不自由な人
小さな子どもを優先する

お年寄りや身体の
不自由な人は背負
うなどして一緒に
避難しましょう。

足元に注意する
水の中には何がある
かわからないので、
傘や杖などを使って
安全を確認しながら
進みましょう。

最低３日分（できれば７日分）

気象庁 あなたの街の防災情報

気象庁 あなたの街の防災情報 検索
天気予報・気象情報・台風情報など 

周南市防災ラジオ 

周南市防災ラジオ 検索
お申込みはこちら

防災やまぐち 

防災やまぐち 検索
気象警報・避難情報など 

周南市防災情報 

周南市防災情報 検索

しゅうなんメール 

しゅうなんメール 検索
登録はこちらから 

周南市 Web 版 ハザードマップ 

周南市 Web 版 ハザードマップ 検索

（閉庁時は 0834-22-8332）

浸水が始まるまでに、避難所
などの安全な場所へ避難しま
しょう。 

水平避難
浸水が始まりだし、歩行が困
難に感じた場合は、近くの高
い建物や自宅の上の階などに
避難しましょう。 

垂直避難
夜間や危険が差し迫っている場
合など、屋外へ避難するとか
えって危険な場合、建物内の安
全な場所で待機しましょう。 

屋内避難

車での避難は緊急
車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞
をまねきます。特
別な場合を除き、
徒歩で避難しま
しょう。

車での避難は控えて

大雨が降り続くことで、山の斜面が崩れること
や、水と混じり合った土
や石が川のように流れだ
す警戒区域があります。
その他にも道路が冠水す
ることで普段と違う危険
な箇所に注意しましょう。

危険な箇所に注意する

●側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や浸水の原因になるた
め、台風の接近や大雨が予想される場合には、近所の側溝や
雨水ますが詰まっていないか確認し、清掃を行なっておきま
しょう。

側溝や雨水ますの清掃をしよう

避難に時間を要する人（ご高齢の方、
体の不自由な方、乳幼児等）とその支援者
は危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●天候の悪化が予想される時はラジオ・テレビ、SNS などで最
新の気象情報、災害情報、避難情報を確認しましょう。
●危険を感じたら自主的に避難をしましょう。

正確な情報収集と自主的避難を

●浸水により足元が見えなくなるため、マンホールや用水路、
側溝など、自宅周辺に潜む危険箇所を事前に把握するととも
に、避難経路を確認しておきましょう。

自宅周辺の危険箇所を確認しよう

閉

抜

内水はん濫とは 外水はん濫（洪水）とは

内水はん濫は規模が比較的に小さく、浸水範囲が点在することが特徴です。これに対して、外水
はん濫は河川や堤防から水があふれるなどして、広範囲にわたって浸水することが特徴です。

さ
ら
に
雨
が
降
り
続
く
と…

内水ハザードマップは、地形などを基に、河川や海の水位が高い状況で想定最大
規模の雨が降った場合に想定される浸水の範囲と深さを示したものです。
市民の皆様は、ご自宅周辺などの浸水の危険性と避難する場所を、このハザード
マップで確認し、日頃の備えや避難時にご活用ください。

家庭にあるものを利用して浸水防止家庭にあるものを利用して浸水防止

●その他に、災害用伝言板やWeb171の使い方は、各社の関連サイトでご確認ください。

伝言を
録音する場合 をダイヤル

1

伝言を
再生する場合 をダイヤル

2

伝言を
お話しください

伝言を
お聞きください

※【171】をダイヤルするとガイダンス（操作説明の音声）が流れます。その指示に従って電話を操作して
　いただければ、簡単に録音・再生ができます。
※録音の要点：氏名、健康状態、家族の安否、連絡先などを短く簡単にまとめましょう。

内水ハザードマップとは

連絡をとりたい被災地の方の
電話番号を入力する

固定電話の場合は市外局番から入力
携帯電話番号の入力も可能

内水はん濫は、雨の量が下水道などの排水施
設の能力を超えるときや、河川などの排水先
の水位が高くなったときに雨水を排水できなく
なり、マンホールや側溝などから水があふれて、
浸水することです。短時間の集中豪雨で発生
する事が多いため、事前の備えが必要です。

外水はん濫は、長時間の大雨で河川の水量が増
えて、濁流が堤防を越えたり、堤防を決壊させ
て河川の水が外にあふれて、浸水することです。
外水はん濫が起こると急激に水位が上がり、家
屋の倒壊や流出等の大きな被害が発生するた
め、最大の注意が必要です。

動けない車や、事故が起こったとき 光警察署 0833-72-0110
救助の要請など緊急を要するとき 光地区消防本部 0833-74-5600

周南市（旧熊毛町）




